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次のような取り組みがおすすめ次のような取り組みがおすすめ

○「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる

○日中は不要な照明を消す

○リモコンの電源ではなく、本体の主電源をきる

○無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する

○省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下げ、
　必要な時以外は消す

○長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く

○室温 28℃を心がける ※設定温度を２℃上げた場合

※エアコンの節電になります

※食品の傷みにご注意ください

※標準→省エネモードに設定し、使用時間を 2/3 に減らし
　た場合

※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは、電力の増加にな
　る場合があるのでご注意ください

エアコン

冷蔵庫

照明

テレビ

ジャー炊飯器

待機電力

10％

10％

50％

２％

２％

２％

２％

５％

○冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時
　間をできるだけ減らし、食品をつめこまない

○早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊いて、冷蔵庫や
　冷凍庫に保存する

削減率家庭でできる節電メニュー

家庭には、他に
も消費電力が大
きい電気製品が
あるはず。
まだまだ節電
できそうだ！

さっそく実践してチェック！
目標達成できるかな

OFF

＞10％＝

削減率の合計が 10％以上になるよう
節電にご協力お願いします

合計
削減率

の合計

％

九州電力

www.kyuden.co.jp

検　索

詳細はコチラ

チェック
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今夏の節電

【節電の期間・時間帯】
平日：９時～ 20時（７月～９月）

電力需要ピーク時：13時～ 17時

ご家庭における夏の 14 時頃の電気機器の使われ方（在宅世帯の例）

エアコン
58％

冷蔵庫
17％

照明６％

温水便座 0.6％

テレビ５％

パソコン 0.4％

待機電力３％ その他
10％

　
電
気
の
省
エ
ネ
、
節
電
に
つ
い
て
楽
し
く
勉

強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
講
座
ご
希
望
の
人
・
団
体
は
次
の
要
領
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
す
。

開

催
　
希
望
に
合
わ
せ
て
調
整
し
ま
す
。

※
土
・
日
、
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

※
申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
、
日
時
の
変
更
を
お 

　
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
　
　
間
　
30
分
～
60
分
程
度

場
　
　
所

　
当
社
、
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

代
表
者
宅
な
ど

準
備
す
る
も
の

　
使
用
可
能
な
電
源
コ
ン
セ
ン
ト

申
込
先

九
州
電
力
㈱
霧
島
営
業
所
住
宅
電
化
グ
ル
ー
プ

（
担
当
：
有
村
・
中
馬
）　

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
８
０
３

（
受
付
時
間
：
９
時
～
17
時
）

　電力需要ピーク時をさけ、使用する時間帯が重なら
ないように工夫してご協力をお願いします。

　高齢者、乳幼児、体調・体力に不安の
ある人は、エアコンの控え過ぎによる熱
中症などに十分ご注意ください。
　無理のない範囲で、ご協力ください。

　昨年から節電のご協力をお願いしていましたが、今夏は、昨年以上に
供給力が不足し、電力需給はきわめて厳しい状況になります。
　無理のない範囲で、節電をお願いします。　

エアコンの節電が
重要です！

デザイン参考案
デザイン参考案
プロに教えて
もらいましょう！

目標

以上削減

10％
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　後期高齢者医療では、被保険者の医療費の動向などを踏まえ、２年ごとに保険料率を見直す
こととされています。被保険者１人当たり保険給付費の増加などにより保険料率を引き上げざ
るを得なくなりました。今回の保険料率の改定について、ご理解をお願いします。

問い合わせ先
市税務課市民税係
　☎�１３１１○内　　１１８６～１１８９

内訳 変更前 変更後
（平成 24・25 年度）

　均等割額（年額） 45,900 円 48,500 円

　所得割率（年率） 8.63％ 9.05％

　負担限度額（年額） 50 万円 55 万円

後期高齢者医療保険料率の改定内容

後期高齢者医療保険料率が変わります
被保険者の皆さまが安心して医療が受けられるように、平成 24・25 年度の保険料率を改定します

◆手続きの方法
○自治会加入の人
　自治会長に代表で手続きをしていただき、各世帯に配布していただきます。
○自治会加入の人で個人での更新を希望する人
　　７月 10 日までに市役所市民課健康保険係にその旨ご連絡いただき、7 月 30 日以降に、現在の保
　険証、印鑑を必ず持参のうえ市役所市民課健康保険係（大口庁舎）または市地域総務課市民窓口係
　（菱刈庁舎）で手続きを行ってください。
○自治会未加入の人
　　個人宛に交付日程の通知をしますので、現在の保険証、印鑑を必ず持参のうえ市役所市民課健康
　保険係（大口庁舎）または市地域総務課市民窓口係（菱刈庁舎）で手続きを行ってください。
◆特別被保険者証○学　　の更新について
　　大学や専門学校などに修学するため家族と離れて（伊佐市を転出して）生活する場合は、学生用
　の被保険者証が別に交付されます。
　　現在 ○学　　の被保険者証をお持ちの人は、７月 30 日から随時更新しますので、自治会加入 ･ 未加入
　に関係なく各自で手続きをしてください。
持参するもの　○現在交付してある○学　　の被保険者証　
　　　　　　　○世帯主の印鑑　
　　　　　　　○在学証明（学生証は不可）※平成 24 年４月以降に提出済みの人は必要ありません。
場　　所　市役所市民課健康保険係（大口庁舎）または市地域総務課市民窓口係（菱刈庁舎）
保険税や保険料の滞納にご注意ください
　保険税や保険料の滞納がある場合は、期間を限定した保険者証（短期被保険者証）を発行すること
もありますので、十分ご注意ください。（事情により納付が困難な場合は、市税務課滞納整理係☎�
1311 ○内　　　1203 に事前に納付の相談をしてください。）
問い合わせ先　市役所市民課健康保険係　　　            　　　　　　　　　     ☎�１３１１○内　　１１６０

国民健康保険被保険者証・後期高齢者医療被保険者証の更新

　現在お持ちの被保険者証は、

７月31日で期限切れ
となります。更新の手続きが
必要となりますので、それぞ
れ該当される方法で手続きを
お願いします。
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問い合わせ先　
市長寿支援課介護保険係

  ☎�１３１１○内　　１２２６～１２２８

　65 歳以上の人（第１号被保険者）の介護保険料は、
介護保険事業の円滑な実施のために３年ごとに見直
すこととされています。
　３年間に見込まれる介護サービス費用総額のうち、
21％に相当する金額を第１号被保険者数等を勘案し
て基準額として算定し、この基準額をもとに世帯の
状況等に応じて保険料が決定されます。
　今回、平成 24 年度から平成 26 年度までの３年間
の介護保険料が、基準額に基づき下記のとおり改定
されます。
　介護保険料は、介護保険制度を健全に運営してい
くための大切な財源となるものです。みんなで支え
あうという制度の趣旨を踏まえ、保険料の改定にご理解をお願いします。

所得段階 対象者 割合 年間保険料
（1 か月の保険料）

第１段階  生活保護受給者
 老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の人 基準額× 0.5 　23,760 円

  　（1,980 円）

第 2 段階  世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金
 額の合計額が 80 万円以下の人 基準額× 0.5 　23,760 円

 　（1,980 円）

第 3 段階  世帯全員が市民税非課税で、第 2 段階以外の人 基準額× 0.75 　35,640 円
  　（2,970 円）

第４段階  本人が市民税非課税で、世帯の中に市民税課税者がいる人 基準額 　47,520 円
  　（3,960 円）

第 5 段階  本人が市民税課税で、合計所得金額が 190 万円未満の人 基準額× 1.25 　59,400 円
  　（4,950 円）

第６段階  本人が市民税課税で、合計所得金額が 190 万円以上の人 基準額× 1.5 　71,280 円
  　（5,940 円）

所得段階 年間保険料（1 か月の保険料）
第１段階 21,600 円（1,800 円）
第２段階 21,600 円（1,800 円）
第３段階 32,400 円（2,700 円）
第４段階 43,200 円（3,600 円）
第５段階 54,000 円（4,500 円）
第６段階 64,800 円（5,400 円）

介護保険料の改定

ご理解を

お願いします

平成 24 ～ 26 年度の介護保険料

≪参考≫  平成 21 ～ 23 年度の介護保険料

国民健康保険被保険者証・後期高齢者医療被保険者証の更新

後期高齢者医療被保険者証

被保険者番号  ９９９９９９９９

保険者番号    ９９９９９９９９
保険者名     鹿児島県後期高齢者医療広域連合

有効期限　平成○○年○○月○○日

住　 　所　伊佐市大口里００００番地　　
氏　　 名　伊佐　太郎生年月日  昭和△△年△△月△△日　性  　別  男
発効期日  平成××年××月××日

資格取得年月日   平成□□年□□月□□日　
交付年月日   平成○○年○○月○○日

一部負担金の  割  合
△割

一部負担金の割合
△割

国民健康保険被保
険者証

番号  ９９９９９９９
記号  国・伊佐

保険者番号    ９９９９９９ 保険者名     伊佐市

住　 　所　   伊佐市大口里００００番地　　世 帯 主　伊佐　太郎

氏　　名　伊佐　太郎

生年月日   昭和□□年□□月□□日　　　性   別  男

有効期限   平成○○年○○月○○日

資格取得日   平成△△年△△月△△日　

交 付 日  平成××年××月××日

（イメージ）



物件の詳細 
物 件 番 号 ３番 
所 在 伊佐市大口大田７５０番７ 地 目 宅地 
面 積 ２５８．２９㎡ 
最 低 価 格 ２，０８０，０００円 

所  在  図 

 
写  真 

 

③

 

物件の詳細 
物 件 番 号 ８番 
所

在 伊佐市菱刈川南１１７９番１９（１６５．０３㎡） 
伊佐市菱刈川南１１７９番２０（５４８．４６㎡） 

地
目 宅地 

面
積 ７１３．４９㎡ 最 低 価 格 ２，６２０，０００円 

所  在  図 

 

物件⑧  

 

物件の詳細 

物 件 番 号 １０番 

所 在 伊佐市菱刈重留１４３８番５ 

地 目 宅地 

面 積 ７４５．２１㎡ 

最 低 価 格 ４，３７０，０００円 

所  在  図 

 

 

物件の詳細 

物件番号 １０番 

所在 伊佐市菱刈重留１４３８番５ 
地目 宅地 

面積 ７４５．２１㎡ 
最低価格 ４，３７０，０００円 

所  在  図 

 

 

物件の詳細 

物 件 番 号 ４番 

所
在 伊佐市大口元町１１番３ 

地
目 宅地 

面
積 １８０．８０㎡ 

最 低 価 格 ３，２１０，０００円 
所  在  図 

写  真 

④ 
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行政からのお知らせ

物品番号 車名 種別・用途 車体形状 初年度登録年月 車検満了日 走行距離（km） 総排気量（L） 変速機 燃料 車体色 最低売却価格

物品１ 三菱 普通特殊 身障者輸送車 平成  ７年    ９月 平成 23 年 10 月 14 日 125,195 3.90 MT 軽油 白 180,000 円

物品２ マツダ 小型貨物 ダンプ 平成  ７年    ４月 平成 24 年    4 月 23 日 170,326 3.45 MT 軽油 青 120,000 円

物品３ トヨタ 小型乗用 ワゴン 平成  ７年 11 月 平成 23 年 11 月 19 日 187,545 2.44 MT 軽油 紺 105,000 円

物品４ トヨタ 普通特殊 図書配本車 平成  ８年    ３月 平成 24 年    3 月 14 日 32,190 3.43 MT 軽油 白 160,000 円

物品５ ニッサン 小型貨物 バン 平成  ７年    ３月 平成 24 年    3 月 22 日 168,788 1.49 AT ガソリン 白 8,000 円

物品６ ニッサン 小型貨物 バン 平成  ８年    ４月 平成 24 年    4 月 17 日 154,385 1.49 AT ガソリン 白 8,000 円

物品７ スズキ 小型乗用 箱型 平成 11 年  ８月 平成 24 年    8 月 11 日 222,266 0.99 AT ガソリン 銀 7,000 円

物品８ スバル 軽貨物 キャブオーバー 平成  ７年    －月 平成 23 年 11 月  ４日 111,246 0.65 MT ガソリン 白 6,000 円

〈入札参加申込書の受付〉
期　　間　７月２日（月）～ 13 日（金）
　　　　　※土・日を除く
配布場所　市会計課管理係（大口庁舎）
提出方法　郵送及び持参による提出のみ

〈その他〉　
　入札物品の落札者への引き渡し方法は現状渡しとし、引き渡し後の不調や故障についての保証は
しません。また、引き渡しに係る経費は落札者の負担とします。
　詳しくは市ホームページに記載されている売却案内書をご覧いただくか、市会計課までお問い合
わせください。
提出・問い合わせ先　市会計課管理係（大口庁舎）　　　　　　　　　　  ☎�１３１１○内　　１２８５

〈売買代金の納入〉
　市が発行する納入通知書により契約時に
全額納入

〈開　札〉
日　　時　７月 20 日（金）10 時～

　市が使用していた公用車を売却します。入札参加希望者は、次の事項に
注意して一般競争入札に参加してください。

公用車を売却します

市有地を購入しませんか

申込・問い合わせ先　市財政課管財係（大口庁舎）　     　　　　 ☎�１３１１○内　　１１４５・１１４６

　次の市有地を公売します。購入を希望する人は、申込
先へご連絡ください。なお、市有地の所在地図や現地
写真は、市ホームページでご覧になれます。
申込締切　８月 31 日（金）

物件番号 所在地 地目 面積 最低価格
１  伊佐市大口里 33 番 3 宅地   397.00 ㎡（ 120.1 坪）        5,150,000 円 

２
 伊佐市大口大田 750 番 2 宅地   171.82 ㎡（  52.0 坪）

       3,210,000 円 
 伊佐市大口大田 750 番 8 宅地   186.78 ㎡（  56.5 坪）

３  伊佐市大口大田 750 番 7 宅地   258.29 ㎡（  78.1 坪）        2,080,000 円 
４  伊佐市大口元町 11 番 3 宅地   180.80 ㎡（  54.7 坪）        3,210,000 円 
５  伊佐市大口上町 12 番 13 宅地   167.44 ㎡（  50.7 坪）        3,490,000 円 
６  伊佐市大口上町 37 番 9 宅地   145.98 ㎡（  44.2 坪）        2,890,000 円 
７  伊佐市菱刈南浦 3403 番 3 宅地   760.00 ㎡（ 229.9 坪）        3,090,000 円 

８
 伊佐市菱刈川南 1179 番 19 宅地   165.03 ㎡（     49.9 坪）

         2,620,000 円 
 伊佐市菱刈川南 1179 番 20 宅地   548.46 ㎡（ 165.9 坪）

９  伊佐市菱刈川北 2081 番 3 宅地       98.09 ㎡（    29.7 坪）           730,000 円
10  伊佐市菱刈重留 1438 番 5 宅地   745.21 ㎡（ 225.4 坪）        4,370,000 円

④ ⑩ ③

⑧

公売物件一覧

平成 24 年度
伊佐市公有財産（　土地）払 下げ
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浄化槽法定検査（法第 11 条）受検のお願い
　この検査は、浄化槽の適正な維持管理による環境保全を目的に実施するもので、知事が指定した検
査機関である（公財）鹿児島県環境検査センターの検査員が事前にハガキで通知した検査日にお伺い
し、現場での検査と浄化槽の放流水を採水し持ち帰って水質検査を行います。（地元の保守点検業者
が行う保守点検とは別のものです。）
　毎年１回実施することとなっているこの検査は、平成 17 年度から 10 人槽以下の家庭槽も検査対
象となりました。検査対象となった浄化槽（設置年度ごとに対象としています）については、事前に
指定検査機関から日程通知がありますので必ず受検していただきますようお願いします。

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査（５～ 10 人槽） ４，０００円 ６，０００円

問い合わせ先
（公財）鹿　児島県環境検査センター　　  ☎０９９・２９６・９０００
県生活排水対策室　　　　　　　　☎０９９・２８６・３６８５
市環境政策課環境保全係　　　　　☎�１０６０

　市では、住宅整備にかかる補助金制度を創設しました。
住宅整備を検討されている人は、ご利用ください。
制 度 名　伊佐市木造住宅整備促進事業補助金制度
補助期限　平成 27 年３月

※①対象経費とは、全工事費から補助
　　の対象とならない工事金額を除いた工事費をいいます。
　②増改築工事には改修・修繕工事も含まれます。
注）補助金を受けるには、工事着手前に「補助金申請」の
　　手続きが必要です。
　　工事は「決定通知書」が届いてから着手してください。

条件 新築工事 　増改築工事
対象者   市内に住所を有する人（申請年度までに転入し居住する人）

対象住宅   木造住宅   建築後１年以上経過した木造住宅

対象工事
  市内建築業者と契約する
  300 万円以上の工事

  市内建築業者と契約する
  50 万円以上の工事

補助金額

  ・対象経費の 10 ／ 100
     30 万円を上限
  ・市内製材業者から製材品を購入
     対象経費の 15 ／ 100
     10 万円を上限

 　
   対象経費の 10 ／ 100
  10 万円を上限

問い合わせ先　市建設課建築係（菱刈庁舎）
☎�１３１１○内　　２２２９・２２３０

詳しくは、市ホームページの　　
　暮らし　　　くらしと住まい　　　住宅関係支援制度　

　　　から確認できます。

期　　間
　７月 20 日（金）～８月 31 日（金）
※７月 24 日（火）13 時～ 17 時 30 分、
　25 日（水）は伊佐市小学校水泳
　記録会のため休館です。
※その他荒天の場合は、安全上の配
　慮から臨時に休むことがあります。
開放時間　① 10 時～ 12 時
　　　　　② 13 時～ 15 時
　　　　　③ 15 時 30 分～ 17 時 30 分
※７月 20 日（金）は 13 時～ 17 時
　30 分まで
※８月 31 日（金）は 15 時まで
利用料金　２時間以内につき
○幼児　　　　　　　　　　  50 円
○小・中・高児童生徒 　   　100 円
○一般　　　　  　　　　　  200 円
問い合わせ先
市営プール（オープン期間のみ）

☎�５７９３
市文化スポーツ課　　☎�６３２０

個人住宅 の 整備 にかかる 

補助金制度 のご 案内
市営プール開放

交付要件の概要
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行政からのお知らせ

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
Ⅰ
︿
一
般
事
務
﹀　
　
　
　   

若
干
名

※
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
者
含
む

　（
一
般
事
務
ま
た
は
技
術
に
従
事
）

一
般
行
政
Ⅱ  

︿
土
木
﹀　
　
　
　
　
　  

若
干
名

※
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
者
含
む

　（
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
事
務
に
従
事
）

一
般
行
政
Ⅱ     ︿
建
築
﹀　
　
　
　
　
　  
若
干
名

※
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
者
含
む

　（
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
事
務
に
従
事
）

受
験
資
格

　
採
用
後
、
伊
佐
市
に
定
住
す
る
人
で
、
次
の

試
験
区
分
ご
と
の
要
件
を
満
た
す
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地
方
公
務
員
法

　
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に
該
当
す
る
人
は
受

　
験
で
き
ま
せ
ん
。

※
伊
佐
市
で
は
、
障
が
い
者
の
雇
用
を
ふ
ま
え 

　
て
試
験
を
し
て
い
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳

　
の
交
付
を
受
け
、
障
が
い
の
程
度
が
１
級
か

　
ら
６
級
ま
で
の
人
は
、
採
用
試
験
出
願
の
際
、

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
し
受
付
で
提
示
し

　
て
く
だ
さ
い
。

一
般
行
政
Ⅰ
︿
一
般
事
務
﹀

　
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
を
含
む
。）

一
般
行
政
Ⅱ
︿
土
木
・
建
築
﹀

　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
人
を
含
む
。）

試
験
日
時

一
般
行
政
Ⅰ
︿
一
般
事
務
﹀

　
９
月
16
日
（
日
）
８
時
30
分
～

一
般
行
政
Ⅱ
︿
土
木
・
建
築
﹀

　
９
月
16
日
（
日
）
13
時
～

試
験
会
場
　
伊
佐
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

第
１
次
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
︿
一
般
事
務
﹀

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
及
び
作
文

試
験

一
般
行
政
Ⅱ
︿
土
木
﹀

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試
験
及
び
作
文

試
験

一
般
行
政
Ⅱ
︿
建
築
﹀

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試
験
及
び
作
文

試
験

※
作
文
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
選
考
時
に

　
採
点
し
ま
す
。

第
２
次
試
験
　
集
団
討
論

　
　
　
　
　（
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

第
３
次
試
験
　
面
接
試
験

　
　
　
　
　（
第
２
次
試
験
合
格
者
の
み
）

採
　
　
用

　
最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載

し
、
平
成
25
年
４
月
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
採

用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
名
簿
は
原
則
と
し
て
１

年
間
有
効
で
す
。

受
験
手
続

　
市
総
務
課
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込
書
兼
履

歴
書
（
上
半
身
写
真
貼
付
）
に
記
入
の
う
え
、

受
付
期
間
内
に
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
、
80
円

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
）
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

受
付
期
間
　
８
月
１
日
（
水
）
～
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
、
祝
祭
日
は
除
く

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　

市
総
務
課
職
員
係
（
大
口
庁
舎
）　
　
　  

☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
１
２
・
１
１
１
３

宝くじ
「サマージャンボ宝くじの賞金

は、1等・前後賞合わせて 5億

円。2000 万サマーも同時発売」

発売期間
　７月 9 日（月）～ 27 日（金）
抽 選 日　８月 7 日（火）
当せん金
《サマージャンボ宝くじ》

○１等　　　　   ４億円× 26 本
○１等前後賞

　5,000 万円× 52 本
○２等　　　   500 万円× 52 本
○３等　　  100 万円× 2,600 本
《2000 万サマー》

○１等　　  2,000 万円× 450 本
○２等　　   1 万円× 90,000 本
　この宝くじの収益は、市町村
の明るく住みよいまちづくりに
使われます。

伊佐市夏祭り
参加者募集

　７月 28 日「本祭り」の参加者
を募集します。
募集内容
○市中パレード
　　　　　　15 時 30 分スタート
○総手踊り　19 時スタート
申込方法
　市商工会に備え付けの申込書に
記入のうえ、７月 13 日（金）ま
でに申し込んでください。
申込・問い合わせ先
市商工会大口本所

☎�０２２４・　�９８４５
菱刈支所

☎�０１７９・　�１４９５

平
成
24
年
度

伊
佐
市
職
員
採
用
試
験
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賞　　　名 名　　前（学校名・学年）
 鹿児島県歯科医師会長賞  内村莉奈　   （羽月小２年）
 かごしま口腔保健協会長賞  森下歩美　   （菱刈小５年）
 鹿児島県保険医協会長賞  井上咲也花   （菱刈中２年）
 大口保健所長賞  折田秀磨　   （大口小５年）
 伊佐市歯科医師会長賞  今村藍実　   （牛尾小１年）
 伊佐市長賞  竹ノ内朋奈   （平出水小６年）
 伊佐市教育長賞  田中陽稀　   （羽月小３年）

平成 24 年度  伊佐市身体障害者協会費 の ご案内
〈大口・山野・羽月・西太良地区〉

〈菱刈地区〉

　伊佐市身体障害者協会では、
本年も身体障害者手帳をお持
ちの皆さまに、協会費につい
て次の日程でお願いすること
になりました。
　最寄の場所に身体障害者手
帳と協会費 500 円をご持参く
ださい。
　当日、都合の合わない場合
は、左記の日程であれば他の
場所でも納入できます。
　また、この期間中は、市福
祉事務所（大口庁舎）及び市
地域総務課税務福祉係（菱刈
庁舎）でも納入できますので、
よろしくお願いします。

問い合わせ先　鵜木　廣（協会長）　　  ☎�１３４３　　　　   竹本　茂（副協会長）    ☎�３３８２

日　程 受付時間 場　所

７月 25 日（水）
    9：00 ～ 11：30  本城地区集会施設
13：00 ～ 15：30  湯之尾校区公民館

７月 27 日（金）
    9：00 ～ 11：30  田中ふるさと館
13：00 ～ 15：30  菱刈まごし館

日　程 受付時間 場　所

 ７月 23 日（月）
    9：30 ～ 10：30  木ノ氏公民館
11：30 ～ 12：00  牛尾公民館

 ７月 24 日（火）
    9：30 ～ 10：30  山野鉄道記念館
11：00 ～ 12：00  平出水青少年センター
13：30 ～ 15：00  山野基幹集落センター

 ７月 25 日（水）
    9：30 ～ 11：00  羽月西青少年センター
13：30 ～ 15：00  羽月地区公民館

 ７月 26 日（木）
    9：30 ～ 11：00  針持青少年センター
13：30 ～ 15：00  西太良校区コミュニティセンター

 ７月 27 日（金）
    9：30 ～ 11：00  北さつま農協　東支所
13：00 ～ 15：00  大口元気こころ館

　６月の「歯の衛生週間」に伴う「むし歯予防
に関する図画作品」の選考会が６月１日に開催
され、多くの児童・生徒の応募がありました。
受賞者は、右記のとおりです。（敬称略）

「歯の衛生週間」
ポスター展表彰

応募・問い合わせ先
市地域振興課商工観光係（大口庁舎）
　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１２５３

募集対象　霧島市・伊佐市・姶良市・湧水町内の事業者
　　　　　（地域内で製造・販売等を行う企業、個人、団体等）
応募作品　「新規開発の商品」「販売予定の新商品」「過
　　　　　去に販売していた商品の復刻版」「既に販売
　　　　　しているが商品の味や組合せ、パッケージな
　　　　　どを新しくしたもの」など
応募方法　指定の応募用紙に必要事項を記入のうえ、作
　　　　　品の写真を添付し、市地域振興課まで郵送ま
　　　　　たはご持参ください。
応募期間　７月２日（月）～９月 28 日（金）
◆説明会　日　時　７月 11 日（水）14 時～（２時間程度）
　　　　　会　場　大口元気こころ館

作品募集
「きりしま！新・食のおみやげコンテスト」

　あなたのアイデアが新しいおみやげに！
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ISA City Topics

ISA City Topics
東京で伊佐市特産品フェア開催農家民泊修学旅行

交通事故ゼロを目指して　正しい交通ルールとマナーを実践しましょう！

　５月から 6 月にかけ、岡山県岡山市立京山
中学校の生徒 63 人をはじめ、山口県宇部市
立桃山中学校の生徒 99 人、兵庫県加古川市
立加古川中学校の生徒 71 人が、伊佐市で農
家民泊を体験しました。学校教育の一環とし
て実施された“教育旅行”で、農業体験やピ
ザ釜を使った夕食づくりなど、それぞれ個性
的で家庭的なもてなしを受けました。短い時
間でも共に過ごし打ち解け合った生徒と受け
入れ家族は、最終日の朝、涙で別れを惜しみ
ました。

　５月 30 日から５日間、ＪＲ上野駅構内に
ある「のもの」マルシェにおいて伊佐産品の
販売会が開催されました。伊佐米や野菜の他
にもお菓子や加工品など販売し、多くのお客
さまで賑わいました。
　また、30 日には有楽町にある「かごしま
遊楽館」でもイベントが開催され、市長自ら
伊佐産品の販売を行いました。期間中、地元
伊佐をはじめ、県内出身の方々が多く訪れ、
鹿児島弁で会話がはずみ、東京の一角にふる
さと伊佐の空間が拡がっていました。　

　５月 17 日、大口高校でＪＡ北さつまと警察署が主催する交通安全教室が開催され、大口中学校の
生徒も参加しました。交通安全教室では、スタントマン
による「スケアード・ストレート教育技法」という方法
で、交通事故の悲惨な現状を目の当たりにすることがで
きました。自転車に乗ったスタントマンが自動車との衝
突でボンネットに跳ね上げられたり、大型トラックの左
折時に自転車が巻き込まれたりと、交通事故の恐ろしさ
を考えさせられました。
　昨年、伊佐市では 110 件の人身事故が発生しています。
危険を予測した運転を心がけ、交通事故防止に努めまし
ょう。
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こどもまつりボランティア活動

　次の皆さんがボランティアを行ってくださ
いました。ありがとうございました。
○㈱冨士建設
　山野線跡地公園の清掃、植樹、記念碑の贈
　呈
○水道指定工事店 25 社
　市内小中学校・保育園 14 か所、水道施設
　巡回点検、修理
○伊佐市シルバー人材センター
　忠元公園遊歩道、菱刈総合保健福祉センタ
　ー駐車場の除草作業

　次の皆さんが、それぞれの分野で功績が認められ、受賞されました。
　おめでとうございます。

　５月 20 日、伊佐市総合体育館で開かれた
「第２回伊佐市こどもまつり」で、親子連れ
約 700 人が大型迷路をはじめとする手づくり
の紙あそびや製作あそびを満喫しました。市
内の保育園、幼稚園、発達支援センター、子
育て支援センターと市が共催し、体育館が巨
大なおもちゃ箱に変身。親子で楽しむ笑い声
が会場に響きわたりました。
　また、「ＮＰＯこども医療ネットワーク」
のご協力により、子どもの健康や子育ての悩
みなどについて医師と話ができる“相談コー
ナー”も設置され、相談者の悩み解決に役立
っていました。

2012 年　春の叙勲
旭日双光章 瑞宝単光章 監査委員特別表彰

緑の活動に県知事賞行政相談功労賞 河川功労者表彰

内田友三さん（高野・72 歳） 岩本松雄さん（大田・69 歳）

NPO 法人「あったらし会」 本城緑の少年団

立本則利さん（白木・69 歳）

向江知恵子さん（永池・62 歳）
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問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

男
女
共
同
参
画
社
会

　
企
業
や
グ
ル
ー
プ
等
で
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い
場
合
は
、

市
か
ら
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女
が

　
共
に
楽
し
く
、
暮
ら
し
や
す
い
社
会

　
の
こ
と
で
す
。 

申
込
対
象
者

　
概
ね
５
人
以
上
参
加
で
き
る
市
内
の

事
業
所
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
自
治
会
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
サ
ー
ク
ル
、
お
友
達

グ
ル
ー
プ
な
ど
）

開
催
時
間

　
原
則
と
し
て
平
日
の
10
時
～
20
時
の

間
で
、
１
～
２
時
間
程
度

開
催
場
所
　
市
内

※
会
場
の
手
配
や
準
備
、
進
行
等
は
主

　
催
者
側
で
お
願
い
し
ま
す
。

講
師
及
び
講
師
料
　

　
鹿
児
島
県
地
域
推
進
員
・
伊
佐
市
職

員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。
講
師

料
は
無
料
で
す
。

開
催
期
間
　
８
月
～
10
月

申
込
方
法
　
　

　
希
望
す
る
開
催
日
の
２
週
間
前
ま
で

黄
色
い
リ
ボ
ン
43

に
「
出
前
講
座
実
施
申
込
書
」
に
記
入

の
う
え
、
市
企
画
調
整
課
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
講
師
と
日
程
調
整
後
、
市
か

ら
ご
連
絡
し
ま
す
。（
日
程
を
変
更
し

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
）

※
申
込
書
は
、
市
企
画
調
整
課
（
大
口

　
庁
舎
）、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず

　
勇
気
を
も
っ
て
相
談
を
！

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女
性
サ

ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に
な
っ

て
受
け
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

開
催
日
　
７
月
４
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
悪
質
業
者
は
、
多
く
の
高
齢
者
が
感

じ
て
い
る
「
お
金｣

「
健
康｣

「
話
し

相
手
」「
住
ま
い
」
な
ど
に
対
す
る
不

安
に
つ
け
こ
ん
で
近
づ
き
、
言
葉
巧
み

に
不
安
を
あ
お
っ
て
大
切
な
老
後
の
お

金
を
だ
ま
し
取
り
ま
す
。
高
齢
者
の
消

費
者
被
害
を
な
く
す
た
め
に
は
、
高
齢

者
自
身
が
気
を
つ
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
家
族
や
近
所
の
人
な
ど
周

囲
の
人
が
見
守
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

ケ
ー
ス
1 

次
々
販
売

　
一
人
暮
ら
し
で
高

齢
の
父
の
家
へ
様
子

を
見
に
行
く
と
、
家

の
中
に
何
組
も
の
布

団
や
浄
水
器
、
健
康
食

品
な
ど
、
梱
包
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
商
品
が
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
て
い

る
。
認
知
症
の
父
に
対
し
、

次
々
と
契
約
さ
せ
て
い

る
よ
う
だ
。

ケ
ー
ス
2 

体
験
談
商
法

　
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い

た
健
康
食
品
の
チ
ラ
シ
。

　
企
業
や
グ
ル
ー
プ
等
で
男
女
共
同
参

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

悪
質
業
者
は
高
齢
者
を
狙
っ
て
い
ま
す
！

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

「
飲
む
だ
け
で
ガ
ン
が
治
る
」「
ど
ん
な

病
気
に
も
効
く
」
と
書
い
て
あ
り
、
実

際
に
そ
の
健
康
食
品
を
飲
ん
で
病
気
が

治
っ
た
と
い
う
人
の
体
験
談
が
写
真
入

り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
少
し
高
い
が

病
気
が
治
る
の
な
ら
と
購
入
し
て
み
た

が
、
一
向
に
効
果
が

見
ら
れ
な
い
。

ケ
ー
ス
3 

霊
感
商
法

　「
掛
け
軸
の
購
入
者

と
し
て
市
内
で
２
人

だ
け
選
ば
れ
た
」
と
い

う
電
話
が
き
た
。「
高
名
な

僧
侶
が
書
い
た
掛
け
軸
で
、
家
に
か
け

て
お
く
と
悩
み
が
解
決
す
る
」
と
言
う
。

「
年
金
暮
ら
し
だ
か
ら
払
え
な
い
」
と

断
っ
た
が
、「
も
う
１
人
も
年
金
暮
ら

し
だ
が
支
払
っ
て
い
る
」
と
強
引
に
勧

め
ら
れ
た
。

※
認
知
症
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
場

　
合
は
成
年
後
見
制
度
の
利
用
も
考
え

　
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
※
契
約
を
解
除
し
た
い
場
合
は
、
お  

　
　
早
め
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相

　
　
談
し
て
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座

は
じ
め
ま
し
た
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
２

高齢者に多い　
｢ 屋内での熱中症 ｣ に注意

塞
や
心
筋
梗
塞
が
増
え
る
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て

○
屋
内
に
い
て
も
水
分
と
塩
分

　
補
給
を
こ
ま
め
に
す
る
。
　

　（
高
齢
者
の
人
は
、
夜
間
の

　
就
寝
中
で
も
脱
水
症
状
を
起

　
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
寝

　
る
前
に
は
十
分
に
水
分
補
給

　
を
す
る
こ
と
）

○
窓
を
開
け
て

　
風
通
し
を
良

　
く
し
た
り
、

　
扇
風
機
を
活

　
用
し
室
内
の

　
温
度
の
上
昇
を
防
ぐ
。

○
就
寝
前
は
エ
ア
コ
ン
を
つ
け

　
て
27
度
～
29
度
に
セ
ッ
ト
し

　
タ
イ
マ
ー
を
活
用
す
る
。
エ

　
ア
コ
ン
を
つ
け
な
い
場
合
は

　
窓
を
開
け
た
り
、
扇
風
機
を

　
弱
に
し
、
風
向
き
は
壁
に
当

　
て
る
よ
う
に
す
る
。

　
熱
中
症
と
は
屋
外
で
な
る
も

の
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
実
際

に
患
者
の
約
３
割
は
、
屋
内
で

お
こ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢

者
は
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
汗

も
出
に
く
い
た
め
、
高
温
多
湿

で
無
風
の
環
境
下
で
は
う
ま
く

熱
を
体
外
に
放
出
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
体
内
の
水
分
保
有
量

が
少
な
い
、
喉
の
渇
き
を
感
じ

に
く
い
、
夜
間
の
ト
イ
レ
が
わ

ず
ら
わ
し
く
就
寝
前
の
水
分
補

給
を
た
め
ら
う
な
ど
と
い
っ
た

理
由
か
ら
、
屋
内
で
熱
中
症
を

お
こ
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
熱
中
症
に
な
る
と
体
に
溜
ま

っ
た
熱
が
排
出
さ
れ
ず
上
昇
し

続
け
、
脳
や
中
枢
神
経
の
働
き

を
阻
害
し
、
め
ま
い
や
吐
き
気
、

倦
怠
感
、
さ
ら
に
は
意
識
障
が

い
と
い
う
最
悪
な
状
態
に
ま
で

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
、
血

栓
が
で
き
や
す
く
な
り
、
脳
梗

○
高
齢
者
は
、
熱
中
症
を

　
自
覚
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

　
が
遅
い
と
い
わ
れ
て
い

　
ま
す
。
周
り
に
い
る
人

　
達
は
、
熱
や
唇
の
渇
き
な
ど
か

　
ら
調
子
が
悪
く
な
い
か
観
察
を
し

　
た
り
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る

　
よ
う
配
慮
す
る
。

熱
中
症
を
疑
う
症
状
と
は

○
め
ま
い
・
失
神

○
筋
肉
痛
・
筋
肉
の
硬
直

○
大
量
の
発
汗

○
頭
痛
・
気
分
の
不
快
・
吐
き
気
・
倦
怠
感
・
虚
脱
感

○
意
識
障
が
い
・
手
足
の
運
動
障
が
い

○
高
体
温

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
。

②
衣
服
を
ゆ
る
め
て
楽
に
さ
せ
る
。

③
冷
た
い
水
で
冷
や
し
た
タ
オ
ル
を
、
脇
の
下
や
足
の
付
け

　
根
に
置
き
体
を
冷
や
す
。

④
自
分
で
飲
め
る
よ
う
な
ら
、
水
分
補
給
を
さ
せ
る
。
た
だ

　
し
、
意
識
障
が
い
な
ど
が
あ
り
、
自
力
で
飲
め
そ
う
も
な

　
い
場
合
は
無
理
に
水
分
補
給
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
水
分
補
給
を
し
て
も
体
温
が
下
が
ら
な
い
、
ま
た
は
水
分

　
補
給
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
た
だ
ち
に
医
療
機
関
で
受

　
診
し
て
く
だ
さ
い
。

上手に活用
しましょう！

そういえば、
朝飲んだき
りね。

そろそろ水分
補給しま
しょう。
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レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

レ シ ピ

キ
ビ
ナ
ゴ

キビナゴと
きらすのおつけ

　
①キビナゴは頭とわたを取り、塩水で洗う。
②ねぎは小口切りにする。
③鍋に水を入れて火にかけ、おからを入れ
　る。沸騰直前にキビナゴを加えて弱火で
　４分ほど煮る。
④③に味噌を入れて味付けし、しょうが汁
　を加えて火を止め、ねぎを散らす。

〈作り方〉

〈材　料〉（４人分）
キビナゴ　100 ｇ 　　　おから　　  40 ｇ
しょうが汁　大さじ１　　ねぎ　　　  20 ｇ
味噌　　　40 ｇ   　　　水　　   ３カップ

解体される公立志津川病院

※「きらす」はおからのことです。

｢ 食物繊維の多い低カロリーなお味噌汁」生
Vol.21

南三陸だより
Minamisanriku　Town

　
高
台
の
神
社
や
高
校
で
桜
が

色
づ
い
た
の
は
５
月
初
旬
。
急

に
寒
さ
が
和
ら
ぐ
た
め
、
梅
と

ほ
ぼ
同
時
期
に
開
花
と
な
り
ま

す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
ふ
れ
、
桜

と
共
に
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
５
月
下
旬
は
田
ん
ぼ
の
シ
ー

ズ
ン
。
大
半
が
浸
水
し
、
塩
害

対
策
等
が
必
要
な
た
め
、
町
内

で
田
植
え
の
風
景
は
あ
ま
り
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
５
月
末
か
ら
は
被
災
し
た
建

物
の
解
体
が
ス
タ
ー
ト
し
、
16

か
所
の
山
積
み
の
が
れ
き
も
仮

設
処
理
施
設
で
２
次
処
理
さ
れ

る
た
め
、
ま
ち
は
来
年
度
中
ま

で
に
更
地
に
な
る
予
定
で
す
。

　
防
災
庁
舎
を
は
じ
め
、
公
立

病
院
、
警
察
署
、
合
同
庁
舎
、

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
数
の
被

災
し
た
公
共
施
設
等
が
解
体
さ

れ
る
た
め
、
全
く
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
公
立
志し

づ津
川が
わ

病
院
は
、
入
院

患
者
67
人
、
職
員
4
人
の
尊
い

命
が
犠
牲
と
な
っ
た
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、

遺
族
関
係
者
は
複
雑
な
思
い
を

抱
く
な
か
、
解
体
が
始
ま
り
ま

し
た
。
病
院
は
、
４
月
か
ら
庁

舎
横
に
仮
設
の
診
療
所
が
設
置

さ
れ
た
も
の
の
、
依
然
、
入
院

患
者
は
登と

め米
市
内
の
病
院
で
療

養
し
て
い
ま
す
。

　
図
ら
ず
も
震
災
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
る
防
災
庁
舎
も
解

体
の
方
向
で
す
が
、
一
方
で
は

「
災
害
遺
構
」
と
し
て
後
世
へ
残

そ
う
と
す
る
意
見
も
あ
り
、
今

後
、
議
論
が
深
ま
り
そ
う
で
す
。

　（
小
倉
）

Vol. ３

　

　

　
 Zoom
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成には、免許証など、
本人確認できるものが必要です。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
信長死すべし　山本兼一（出版：角川書店）
　「信長を粛清せよ」明智光秀をはじめ、近
衛前久、吉田兼和、勧修寺晴豊、里村紹巴、
徳川家康ら、織田信長を取り巻く人々の動き
から、本能寺の変を炙り出す歴史長編。

（新刊全点案内より引用）

【７月の休館日】
７月    ２日（月）   ・  ９日（月）
　　17 日（火）・23 日（月）
　　30 日（月）

【　児　童　】
あかにんじゃ 木内達朗
みょうがやど 川端誠
ふたごのしろくま  ねえ、おんぶの巻 あべ弘士
なみだひっこんでろ 岩瀬成子
みさき食堂へようこそ 香坂直

【　一　般　】
生ききる力 瀬戸内寂聴
衆 堂場瞬一
すみれ 青山七恵
ラブソファに、ひとり 石田衣良
彼女の存在、その破片 野中柊

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　７月 28 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど

【夏休みおはなし会のお知らせ】
　菱刈図書館では、夏休み期間中に大型絵本や紙芝居の読
み聞かせなど「夏休みおはなし会」を実施します。
日　時　夏休み期間の毎週金曜日　10:00 ～ 11:00
問い合わせ先　菱刈図書館

【図書館へ献本】
野口朋友子さん　（大道）
永山保雄さん　　（尾之上）
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☆
自
治
会
加
入
率

　
4
月
末
現
在
、
伊
佐
市
の
総
世
帯
数

は
１
４
、２
２
７
世
帯
（
人
口
２
９
、２

９
９
人
）、
う
ち
自
治
会
に
加
入
し
て
い

る
の
は
１
１
、３
１
２
世
帯
で
約
79
・

５
％
の
加
入
率
で
す
。
こ
れ
は
伊
佐
市

が
誕
生
し
た
平
成
20
年
の
83
・
１
％
よ

り
も
低
く
、
年
々
加
入
率
が
下
が
っ
て

い
る
こ
と
を
現
し
て
い
ま
す
。

☆
市
で
は

　
伊
佐
市
に
新
し
く
転
入
し
て
こ
ら
れ

る
方
々
に
、
窓
口
で
自
治
会
加
入
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　「
加
入
す
る
」
と
言
わ
れ
た
人
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
長
へ
連
絡
し
、
加
入

の
手
続
き
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、「
加
入
し
ま
せ
ん
」
と
言

わ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
長
へ

も
連
絡
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
そ
の
後
の

自
治
会
の
勧
誘
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

☆
自
治
会
で
は

　
土
地
や
積
立
金
な
ど
の
「
財
産
」
を

『
結
い
の
ま
ち
』

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

～
と
も
に
支
え
あ
う　

ま
ち
づ
く
り
～

保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
財
産
管
理

の
問
題
か
ら
新
規
の
自
治
会
加
入
を
認

め
な
い
自
治
会
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
貸
家
や
ア
パ
ー
ト
住
民
を
会

員
に
持
つ
自
治
会
は
「
正
会
員
」
と
は

別
に
「
準
会
員
」
と
い
う
規
定
を
設
け
、

奉
仕
作
業
や
行
事
へ
の
参
加
免
除
な
ど

で
会
員
を
増
や
し
、「
子
ど
も
や
若
者

が
多
い
」
点
を
、
自
ら
の
自
治
会
活
動

に
生
か
す
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

☆
自
治
会
加
入
と
は

　
同
じ
土
地
で
暮
ら
す
住
民
で

あ
る
以
上
、
互
い
に
関
り

を
も
ち
生
活
す
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
入
る
人
も
受
け
入
れ

る
人
も
、
自
治
会
の
基

本
「
助
け
合
い
の
心
」
が

第
一
で
す
。

　﹁
一
村
は
、
互
い
に
助
け

合
い
、
互
い
に
救
い
合
う
の

頼
も
し
き
こ
と
、
朋
友
の
ご

と
く
な
る
べ
し
。﹂　

        

　
　
　
　
　︵
上
杉
鷹
山
︶

第
７
回

本城ふれあい夏祭り
日　時　７月 14 日（土）18 時 30 分～
場　所　本城小学校校庭    ※雨天時は体育館
催し物　幼稚園児、小学校児童、各団体によ
　　　　る踊り。出店、お楽しみ抽選会など
問い合わせ先　
本城校区コミュニティ協議会　☎�４６３９
菱刈校区さわやかラジオ体操の集い
日　時　７月 28 日（土）６時 15 分集合
場　所　菱刈小学校校庭    ※雨天時は体育館
　先着 100 人に記念品あり
問い合わせ先
菱刈校区コミュニティ協議会　☎�３０００

●イベント情報などは、各校区のコミュニティ協
　議会を通じてご連絡ください。毎月 10 日締
　切で、翌月号のこのコーナーで紹介します。
※内容や紙面の都合により、掲載できない場合
　もあります。

共生協働推進係からお知らせ

　６月から今年度の「校区まちづくり
会議」が始まっています。参加したい
人は、校区コミュニティ協議会にご連
絡ください。

コミュニティ通信

湯之尾神社六月灯
日　時　７月７日（土）18 時 30 分～
内　容　出店、バンド演奏など
問い合わせ先
湯之尾校区コミュニティ協議会　☎�４２６１
郡山八幡神社六月灯
日　時　７月 21 日（土）18 時 30 分～
内　容　太鼓演奏、ふるまい焼酎、縁日など
問い合わせ先　

☎０９０・７４４５・８０８０（松山）

みんなおいでよ！
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計
量
法
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年
で

取
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
の
管
工
事
組
合
等
に
委
託

し
、
取
替
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
家
庭
に
無

料
で
交
換
に
伺
い
ま
す
。
な
お
、
メ
ー
タ
ー

器
本
体
は
貸
与
と
な
り
ま
す
の
で
、
管
理
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
7
月
に
交
換
を
計
画
し
て
い
る
区
域
は
次

お
知
ら
せ

　棄権せずに貴重な一票を投じましょう。
　投票日に仕事やレジャー、冠婚葬祭等の予定がある人は、期日前
投票ができます。
期　　限　７月７日（土）　　時　　間　８時 30 分～ 20 時
場　　所　伊佐市役所大口庁舎及び菱刈庁舎
　　　　　（選挙人名簿に登録されている人は、どちらでも投票できます。）

「生かそう一票　わたしの鹿児島」

問い合わせ先　市選挙管理委員会    ☎�１３１１○内　　１１７１・１１７２

７月８日 日 県知事選挙の投票日

市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
国
民
年
金
保
険
料
免
除

申
請
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
！

　
平
成
24
年
度
（
平
成
24
年
７
月
～
平
成
25

年
６
月
分
）
の
免
除
申
請
の
受
付
が
始
ま
り

ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
後
に
年
金

を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
時
の
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け

取
る
資
格
期
間
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
申
請
は
市
民
課
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

日
　
　
時
　
７
月
16
日
（
月
）
14
時
～
16
時

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
　
師
　
竹
下
和
男
氏

演
　
　
題

　「
始
め
ま
せ
ん
か
　
子
ど
も
が
つ
く
る“
弁

当
の
日
”」

参
加
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
食
育
推
進
協
議
会
事
務
局（
市
農
政
課
内
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
４

伊
佐
市
食
育
推
進
講
演
会

　
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
田
農
薬
散

布
を
８
月
下
旬
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
散
布
を
希
望
す
る
人
は
、
伊
佐
農
業
公
社

ま
た
は
伊
佐
管
内
Ｊ
Ａ
各
支
所
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
７
月
17
日

（
火
）
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
伊
佐
農
業
公
社
　
　
　
　
☎
�
５
５
８
１

水
田
農
薬
散
布
の
お
知
ら
せ

　
労
働
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
疑

問
、
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
労
務
士
等
の
労
働
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
７
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　
10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

会
　
　
場
　
市
役
所
大
口
庁
舎
２
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
５
２

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

す
。

　
平
成
23
年
度
（
平
成
23
年
７
月
～
平
成
24

年
６
月
分
）
の
免
除
の
受
付
は
７
月
末
ま
で

で
す
の
で
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
、
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
市
民
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
５
４

日
　
　
時
　

8
月
5
日
（
日
）
13
時
～
15
時

場
　
　
所
　
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
　
　
師
　
汐
見
稔
幸
氏

テ
ー
マ

　「
か
っ
こ
い
い
育
メ
ン
と
人
生
の
贈
り
物
」

託
　
　
児
　
あ
り
（
要
予
約
）

託
児
予
約
先
（
伊
佐
市
在
住
の
人
の
み
）

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ル
ピ
ナ
ス

☎
�
５
０
８
０

託
児
予
約
期
限
　
７
月
20
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
２

子
育
て
講
演
会

の
と
お
り
で
す
。
交
換
の
必
要
な
ご
家
庭
に

は
事
前
に
検
針
票
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
大
口
地
区
】

　
上
ノ
馬
場
、
諏
訪
馬
場
、
西
戸
切
、
東
元

町
、
稲
荷
町

【
菱
刈
地
区
】　
瓜
ノ
峰
、
本
城
宇
都

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
委
託
業
者
が
、
取
替
え
作
業
を
行
い
ま
す

　
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
替
え
を
行
い
ま
す
の
で
、

　
そ
の
時
は
取
替
え
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便

　
受
け
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
課
管
理
係
　
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
９
２
・
１
２
９
３
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伊佐市からのお知らせ

広告

社会福祉法人 大一会

◆問い合わせ先　23-0115　夏祭り実行委員会　中山・磯村

歌、踊り、抽選会、キッズコーナー

模擬店など盛りだくさん！

是非遊びに来てください！

雨天順延

夏祭りのお知らせ

募
　
　
集

受
験
資
格
　

▽
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

　
昭
和
56
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１

日
生
ま
れ
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
人

▽
警
察
官
Ｂ
（
武
道
）

　
右
に
該
当
す
る
男
性
で
、
柔
道
ま
た
は
剣

道
の
段
位
が
２
段
以
上
の
人

平
成
24
年
度
警
察
官
Ｂ
募
集

〈
高
等
学
校
卒
業
程
度
〉

応
募
資
格

　
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
ま
た
は
雇
用
保

険
の
受
給
資
格
が
な
く
て
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
、
公
共
職
業
安

定
所
長
の
職
業
訓
練
受
講
推
薦
が
受
け
ら
れ

就
職
を
目
指
す
訓
練
生
募
集
！

平
成
24
年
度
委
託
訓
練

「
パ
ソ
コ
ン
・
実
務
科
⑭
」

献
血
日
程
　
７
月
18
日
（
水
）

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
！

日
　
　
時
　
７
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
①
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　
　
　
　
②
18
時
30
分
～
21
時

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

Artist  Colony  EL  D
O

RAD
O

実
行
委
員
会

☎
�
０
３
０
２

伊
佐
の
水
生
植
物
園
ビ
デ
オ
上
映
会

「
夏
休
み
ど
ん
と
こ
い
！
」

る
人

訓
練
期
間

　
８
月
７
日
（
火
）
～
11
月
６
日
（
火
）

定
　
　
員
　
16
人

訓
練
実
施
場
所
　

　
キ
ュ
ー
エ
ー
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
伊
佐
校

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
１
２
、
５
０
０
円
、
保
険
料

　
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

選
考
日
時
　
７
月
27
日
（
金
）
９
時
30
分
～

選
考
内
容
　
国
語
・
数
学
筆
記
試
験
、
面
接

選
考
会
場

　
鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

申
込
期
限
　
７
月
20
日
（
金
）

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
か
鹿
児
島
県

立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校（
☎
０
９
９
６
・

５
３
・
０
２
０
７
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口
出
張
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
大
口
）　
　
　   

☎
�
８
６
０
９

試
験
内
容

　
教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
身
体
一
般
検
査
、

実
技
試
験
（
武
道
の
み
）

受
付
期
間
　
８
月
１
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
17
日
の
消
印
有
効

第
一
次
試
験
　
９
月
16
日
（
日
）

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
配
布
場
所

　
７
月
２
日
か
ら
鹿
児
島
県
警
察
本
部
ま
た

は
県
内
各
警
察
署
等
で
配
布
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
鹿
児
島
県
警
察
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.kagoshim
a.jp/

police

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

☎
０
９
９
・
２
０
６
・
２
２
２
０

　
弁
護
士
に
よ
る
交
通
事
故
相
談
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　
相
談
所
で
は
、
次
の
日
以
外
で
も
交
通
事

故
相
談
員
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
７
月
10
日
（
火
）
13
時
～
16
時

場
　
　
所
　
交
通
事
故
相
談
所
（
県
庁
内
）

※
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
５
２
６

日
　
　
時
　
７
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
９
時
～
12
時
30
分

対
　
　
象

　
小
学
５
・
６
年
、
中
学
３
年
女
子
お
よ
び

そ
の
保
護
者

場
　
　
所
　
大
口
明
光
学
園

内
　
　
容

　
異
文
化
体
験
や
茶
道
体
験
、
校
舎
見
学

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.okuchi
m

eiko.ac.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
　
　
　
　
　
☎
�
０
６
０
９

大
口
明
光
学
園
一
日
体
験
入
学

交
通
事
故
に
関
す
る
弁
護
士
相
談

▽
市
役
所
菱
刈
庁
舎
　
９
時
30
分
～
13
時

実
施
機
関

　
鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
・
２
５
７
・
３
１
４
１

問
い
合
わ
せ
先
　

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
８
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誕
　
生

 

（
５
月
７
日
～
５
月
31
日
受
付
分
）

阿
萬
　
龍り
ゅ
う
き輝
（
英
治
・
瓜
之
峰
）

入
尾
野
　
隼と
し
き輝
（
晃
將
・
駅
前
）

大
久
保
　
泰た
い
と斗
（
祐
介
・
と
ど
ろ
）

亀
園
　
陽は
る
ひ姫
（
尭
・
西
原
）

亀
園
　
晃み
つ
き稀
（
幸
範
・
楠
原
下
）

貴
嶋
　
瞭り

つ月
（
克
次
・
西
水
流
）

楠
八
重
　
斗と
う
や哉
（
達
哉
・
宮
人
）

木
場
　
瑠る

な奈
（
一
喜
・
後
村
）

佐
土
原
　
悠ゆ
う
と斗
（
修
・
郡
山
団
地
）

鈴
木
　
花か
の
ん音
（
康
博
・
春
村
）

瀬
戸
　
晃こ
う
た太
（
隆
之
・
前
目
下
）

竹
内
　
音お
と
は羽
（
祐
治
・
諏
訪
）

田
畑
　
瑛え
い
こ子
（
敏
和
・
薬
師
）

中
原
　
結ゆ
う
り莉
（
裕
哉
・
本
城
宇
都
）

中
原
　
優ゆ

り

な
梨
菜
（
透
・
岩
坪
）

西
村
　
心こ
の
か榎
（
倫
子
・
永
尾
）

葊
原
　
希き

い衣
（
誠
・
高
柳
）

前
野
　
一い
つ
き樹
（
孝
樹
・
西
永
尾
）

本
吉
　
詢
し
ゅ
ん
（
研
一
・
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

藺
牟
田
　
叶と

わ羽
（
宏
明
・
里
町
）

（
４
月
30
日
～
５
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

河
原
　
俊
雄
　
　
　
87
　（
中
戸
切
）

下
城
　
ム
メ
ノ
　
　
92
　（
下
青
木
）

白
尾
　
幸
子
　
　
　
77
　（
上
青
木
西
）

竹
下
　
清
　
　
　
　
88
　（
上
木
ノ
氏
）

寺
原
　
一
雄
　
　
　
73
　（
西
本
町
）

野
元
　
ノ
ブ
子
　
　
76
　（
下
青
木
）

向
田
　
一
己
　
　
　
94
　（
水
ノ
手
）

横
枕
　
和
子
　
　
　
67
　（
朝
日
町
）

吉
田
　
五
子
　
　
　
82
　（
牛
尾
）

山
野
地
区

今
薗
　
福
子
　
　
　
82
　（
上
松
）

上
塩
　
哲
司
　
　
　
78
　（
石
井
）

川
原
　
み
つ
枝
　
　
95
　（
下
之
馬
場
）

桑
原
　
富
雄
　
　
　
64
　（
下
之
馬
場
）

西
牟
田
　
ア
ヤ
　
　
84
　（
敬
寿
園
）

松
永
　
實
信
　
　
　
81
　（
上
松
）

丸
田
　
正
人
　
　
　
81
　（
仲
町
）

山
口
　
豊
子
　
　
　
85
　（
堺
町
）

山
下
　
勝
彦
　
　
　
87
　（
荒
平
）

羽
月
地
区

瀬
戸
山
　
登
美
子
　
91
　（
駅
前
）

山
口
　
宜
弘
　
　
　
75
　（
白
木
）

米
澤
　
シ
モ
　
　
　
86
　（
駅
前
）

西
太
良
地
区

川
添
　
喜
照
　
　
　
89
　（
後
村
）

坂
元
　
彦
一
　
　
　
85
　（
中
央
）

七
搦
　
ス
ミ
　
　
　
94
　（
小
谷
）

外
西
　
春
美
　
　
　
84
　（
城
下
）

菱
刈
地
区

今
村
　
武
盛
　
　
　
91
　（
下
手
前
目
）

岩
﨑
　
勇
　
　
　
　
79
　（
徳
辺
下
）

広告

　
【
今
月
の
表
紙
】

　
十
曽
池
公
園
の
わ
ん
ぱ
く
広
場
に
あ

る
つ
り
橋
で
す
。
先
月
、
富
士
建
設
㈱

の
ご
好
意
に
よ
り
、
補
修
・
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
十
曽
青
少
年
旅
行
村

に
続
く
遊
歩
道
も
新
た
に
整
備
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
多
く
の

家
族
連
れ
で
賑
わ
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
行
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

宇
都
　
昌
久
　
　
　
79
　（
新
川
）

緒
方
　
惟
允
　
　
　
84
　（
千
鳥
園
）

川
上
　
ハ
ル
ノ
　
　
100
　（
比
良
）

末
永
　
ト
ミ
子
　
　
84
　（
田
中
中
）

杉
本
　
ヱ
ン
　
　
　
93
　（
啓
明
園
）

薗
田
　
シ
ヅ
ヱ
　
　
95
　（
東
市
山
）

中
島
　
豊
　
　
　
　
85
　（
花
北
上
）

宮
元
　

則
　
　
　
88
　（
青
木
元
）

森
　
達
実
　
　
　
　
84
　（
徳
辺
上
）

※
団
体
の
み

多
々
良
石
青
壮
年
部

伊
佐
レ
ク
ダ
ン
ス
協
会

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
支
援
金
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■
発
行
／
伊
佐
市
役
所
総
務
課
　
〒
895-2511　

鹿
児
島
県
伊
佐
市
大
口
里
1888

番
地

　
　
　
　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　
　
　
　

　
http://w

w
w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　
info@

city.isa.lg.jp
■
印
刷
／
㈱
あ
す
な
ろ
印
刷

編
集
後
記

人口のうごき

H24. ６. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,287 人　  （－   12）
　男　　13,546 人　  （－     3）
　女　　15,741 人　  （－       9）
世帯数　14,221 世帯  （－       6）

◆ ◆

　“
ま
ち
の
話
題
”
に
あ
る
東
京
で
の
「
伊
佐
産

品
販
売
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。「
安
い
！
」

と
産
直
野
菜
や
郷
土
の
お
菓
子
を
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い

購
入
し
て
い
た
だ
き
、
呼
び
込
み
の
声
に
も
力
が

入
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、気
に
な
る
「
本
当
に
鹿
児
島
産
？
」

の
声
。
少
し
驚
き
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
弁
で
話
す

と
「
ホ
ン
ト
ね
」
と
、
笑
顔
で
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
小
さ
な
子
供
を
連
れ
た
若
い
お
母
さ
ん
は
、

何
度
も
行
き
来
し
た
後
、「
精
米
も
鹿
児
島
で
す

か
？
」
と
質
問
さ
れ
、
ハ
イ
と
答
え
る
と
、
安
心

し
た
様
子
で
５
㎏
の
米
を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
、
２

人
の
子
ど
も
の
手
を
引
き
帰
ら
れ
ま
し
た
。
地
元

で
は
あ
ま
り
考
え
る
こ
と
の
な
い
「
安
全
」
へ
の

こ
だ
わ
り
。
こ
ん
な
に
モ
ノ
が
溢
れ
て
い
る
東
京

な
の
に
、
田
舎
に
暮
ら
す
私
達
よ
り
飢
え
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
地
元
で
は
、
あ
た
り
前
の

新
鮮
で
安
全
な
食
べ
物
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
立
ち
っ
放
し
で
出
来
た
足
の
マ
メ
の
痛
さ

も
忘
れ
、「
安
全
」
に
飢
え
て
い
る
人
に
、
も
っ

と
伊
佐
の
品
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
あ
た

た
か
い
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た“
ふ
る
さ
と
会
”

の
皆
さ
ま
に
も
深
く
感
謝
で
す
。

　「
こ
の
頃
が
懐
か
し
い
わ
～
。」
結
婚
式
の
準
備

で
親
友
と
昔
の
写
真
を
広
げ
、
中
学
の
頃
の
話
で

盛
り
上
が
る
。
卒
業
文
集
を
読
み
返
す
と
「
将
来

は
絶
対
動
物
関
係
の
仕
事
が
し
た
い
。」
と
書
い

て
い
る
。
そ
ん
な
私
が
、
今
で
は
看
護
師
と
し
て

働
き
始
め
、
2
年
目
を
迎
え
た
。
先
輩
方
か
ら
指

導
を
い
た
だ
く
毎
日
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
自
分

に
腹
が
立
つ
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
看
護
師
と
い
う

仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
1
日
で
も
早
く
一
人
前
の

看
護
師
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
初
心
を

忘
れ
ず
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

（
曽
木
　
あ
ひ
る
の
子
　
23
歳
）

　
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
な
Ｔ
さ
ん
は
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
で
、
表
彰
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
、
入
院
さ
れ
て
誰
も
が
心

配
し
ま
し
た
が
、
先
日
退
院
、
再
び
元
気
な
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
一
安
心
で
す
。
頑
張
る
Ｔ
さ

ん
か
ら
は
優
し
い
人
間
愛
が
伝
わ
り
ま
す
。「
隣

人
愛
、
地
域
の
た
め
に
今
、
何
が
で
き
る
の
か
」

そ
れ
は
私
へ
の
人
生
の
応
援
歌
で
す
。
Ｔ
さ
ん
は

　
伊
佐
平
野
は
田
植
え
の
準
備
に
追
わ
れ
、
こ
の

時
期
は
燕
も
子
育
て
の
た
め
に
餌
を
求
め
て
忙
し

そ
う
だ
。
先
般
、
巣
か
ら
５
羽
の
雛
が
落
下
し
て

い
ま
し
た
。
２
羽
は
す
で
に
息
絶
え
て
い
た
の
で

丁
寧
に
葬
っ
た
が
、
残
り
の
３
羽
は
自
力
で
羽
を

動
か
し
て
い
た
の
で
、
し
ば
ら
く
餌
や
水
を
施
し
、

外
敵
か
ら
守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
順

調
に
い
け
ば
巣
立
つ
日
も
近
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
小
さ
な
命
で
す
。
餌

を
与
え
る
た
び
に
愛
お
し
く
な
り
ま
す
。

　（
大
口
　
Ｏ
・
Ｋ
　
60
歳
）

　「
あ
ひ
る
の
子
」
さ
ん
、
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
動
物
好
き
の
看
護
師
さ
ん
、
優
し
い
方
だ
と
想
像

で
き
ま
す
。
大
変
な
お
仕
事
で
す
が
笑
顔
で
頑
張
っ
て
！

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

おおお

便便便
りりりあありりりががとと

うう
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な ごな ごな ごな ごな ごな ご

和
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な ご

和和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和
な ごな ご
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　このコーナーでは、皆さ
んからの「こころ和む話題」
をお待ちしています。

【投稿について】
◆字数 200 文字以内（文章
　は、必要に応じて添削す
　る場合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、市広報係までご投稿
　ください
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接広報係
　へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里１８８８番地
市総務課広報係（大口庁舎）

「和みのひろば」係
☎�１３１１

○内　　１１１６・１１１７
koho@city.isa.le.jp

92
歳
、
こ
れ
か
ら
も
人
生
の
大
先
輩
と
し
て
郷
土

を
愛
し
、
育
み
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
山
野
　
毎
日
一
万
歩
　
61
歳
）




